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伝えよう 知ってもらおう 岐阜国道

平成２２年１２月９日
国土交通省中部地方整備局
岐 阜 国 道 事 務 所

１ 概要

岐阜国道事務所で実施している国道４１号「美濃加茂バイパス事業」において
事業地内で仮置きしてある工事残土から土壌環境基準値を超過するカドミウム等
（自然由来）が検出されました。このため、残土処理の対策工法等を検討するこ
とを目的に本年６月８日に委員会を設立し検討を進めてきており、残土処理にお
ける水質等のモニタリング方針を検討するため、平成２２年１１月２５日に第２
回委員会を開催しました。

以下、委員会の検討内容についてお知らせします。

２ 検討結果
環境基準を超過した残土の処理に関わる水質及び土壌のモニタリング方針を検討しまし

た。
＜土砂封入箇所の水質モニタリング方針 （測定期間、測定箇所、水質試験項目）＞

土砂封入箇所の水質モニタリングは、施工前・施工中・施工後（２年間）を実施
して水質の安全性を確認します。 （参考 別紙）

＜仮置き土砂撤去後の土壌モニタリング方針 （測定箇所、土壌試験項目）＞
仮置き土砂撤去後の地盤面について土壌試験を実施し、地盤汚染の有無を確認し

ます。 （参考 別紙）

＜仮置き土砂周辺の水質モニタリング方針（測定期間、測定箇所、水質試験項目）＞
仮置き土砂周辺の水質モニタリングは、施工前・施工中・施工後（２年間）を実

施して水質の安全性を確認します。 （参考 別紙）
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第２回 岐阜国道建設発生土処理対策
委員会の検討について



第２回 岐阜国道建設発生土処理対策委員会 検討概要 
１．土砂封入箇所の水質モニタリングについて 
溜め池に封入する土砂は重金属（カドミウム，鉛，セレン）の溶出及び酸性水発生の懸念がある為、処理工事の施工前，施

工中，及び施工後における排水と地下水が環境基準等を満たしているかを監視するために以下の計画で実施する。 
モニタリング期間は、工事前後における水質の変化を把握するために施工～施工完了後2年間とする。 
＜測定箇所＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 下溜め池の堰堤に設置する観測孔（B-1）は、観測状況により追加も検討する。 

K沢－5Ａ

K排水路－5

K排水路－6 

K沢－5Ｂ

観測孔 Ｂ－１ 

観測孔 Ｂ－４ 

凡例 

表流水

観測井



＜水質モニタリング箇所＞ 
     

水質測定箇所 施工前 施工中 施工後 モニタリング対象 

B-1 ○ ○ ○ 施設下流での地下水及び水質確認 観
測
井 B-4 ○ ○ ○ 施設上流での地下水及び水質確認 

K沢－5A ○ ○ ○ 要対策土埋立て地への流入前の水質確認 

K沢－5B ○ ○ ○ 本流（K沢－5A）と同水質であることの確認 

K排水路－5 ○     
池通過後の水質確認、施工開始後は転流により池を通過しないため観測中

止 

表
流
水 

K排水路－6   ○ ○ 転流後に排水路終末（雌鳥川合流）地点の水質 

工事濁水処理水   ○   工事用排水の水質 

底部集排水管   ○ ○ 施工中及び施行後、基礎部の排水管敷設後からの排水の水質 

内部集排水管     ○ 施工中は濁水処理に入るため濁水処理にて観測 

 
 
＜水質試験項目＞ 

        
測定頻度 

水質試験区分 試験項目 基準値 適用基準（選定項目）

施工前 施工中 施工後 

水素イオン濃度 6.5～8.5 

濁  度 16.3FTU以下＊ 

生活環境の保全に関

する環境基準 現地水質試験 

電気伝導度 30mS/m以下 （農業用水基準） 

毎月 

濁水処理水・底

部，内部集排水

管は毎日その他

は毎週 

毎月 

水素イオン濃度 6.5～8.5 

溶存酸素量（ＤＯ） 2mg/L以下 

浮遊物質量 25mg/L以下 

生活環境の保全に関

する環境基準 

電気伝導度 30mS/m以下 

河川環境項目 

 （生活環境抜粋3項目+地

域特性2項目） 

硫酸イオン － 
地域特性 

毎月 毎月 毎月 

カドミウム 0.01mg／L 以下 

鉛 0.01mg／L 以下

セレン 0.01mg／L 以下

人の健康の保護に関

する環境基準 

亜鉛 0.5mg／L 以下 

抜
粋
５
項
目 

銅 0.02mg／L 以下
農業用水基準 

毎月 

毎月但し、現地測

定値（pH,Ec）が著

しく基準を超過す

る場合には追加

実施 

毎月 

六価クロム 0.05mg／L以下

総水銀 
0.0005mg／L以

下 

砒素 0.01mg／L以下

フッ素 0.8mg／L以下 

地下水環境基準項目 

（重金属10項目+農業用水

基準2項目） 

ホウ素 1mg／L以下 

人の健康の保護に関

する環境基準 
年4回 年4回 年4回 

 
 
 
 
 
 



２．仮置き土砂撤去後のモニタリングについて 
仮置き土砂撤去後における地盤の汚染状況の有無を確認すると共に、周辺の表流水に対するモニタリングを実施する。 
 
2-1仮置き土砂撤去後の土壌モニタリング 
地盤の汚染状況調査は土砂撤去後に実施し、土壌汚染が確認された場合には深度方向に調査を再度行い、汚染深度を確認す

る。 
 
＜測定箇所（代表断面）＞ 

 
＜測定箇所＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

溶出量 含有量

試料1-1 ○
試料1-2 ○
試料1-3 ○
試料2-1 ○
試料2-2 ○
試料2-3 ○
試料2-4 ○
試料2-5 ○
試料3-1 ○
試料3-2 ○
試料3-3 ○
試料3-4 ○
試料3-5 ○
試料3-6 ○
試料4-1 ○
試料4-2 ○
試料5-1 ○
試料5-2 ○

仮置き⑥ 撤去後土壌（0～0.5ｍ）試料2-1 ○ 5点混合
19 0

注1：撤去後の地盤が岩盤の場合は、0～0.1mの破砕試料とする。
注2：土壌の試験で基準値を越える項目を確認した場合、必要に応じて深度方向の試験計画を立案
注3：当箇所での５点混合(案)

仮置き④

撤去後土壌（0～0.5ｍ）仮置き⑤

試験内容
備　考試料名称

（合計）

試験対象 サンプリング箇所

仮置き①

仮置き②

撤去後土壌（0～0.5ｍ）仮置き③

5点混合

5点混合

撤去後土壌（0～0.5ｍ）

撤去後土壌（0～0.5ｍ）

5点混合

5点混合

5点混合

撤去後土壌（0～0.5ｍ）

10～15m

3～5m

仮置き土砂 

土砂撤去後の地表よ

り深さ５０ｃｍまで

の土砂を採取 



 
＜土壌試験項目＞ 

 
 
 
2-2仮置き土砂周辺の水質モニタリング 
 仮置き土砂周辺の水質モニタリングは、土砂撤去前後における水質の変化を把握するために土砂撤去前～施工完了後2年間
とする。 
 
  ＜モニタリング箇所及び観測項目＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
＜水質試験項目＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第２回 岐阜国道建設発生土処理対策委員会 検討経緯 
 

 
【美濃加茂バイパスの仮置き工事残土の処理検討について】 

 岐阜国道事務所で実施している国道４１号「美濃加茂バイパス事業」は、黄鉄鉱を含む土質を通過する事が設計段階から確認
されていたことから、工事の施工及び掘削土の処理については土壌試験等を行いながら適切な対応を行ってきました。 

 平成２２年３月に事業地内に仮置きしてある工事残土（約１３千ｍ３）を処理するにあたり土壌試験を実施したところ、土壌

環境基準値を超過するカドミウム等（自然由来）が検出されたことから工事残土の処理等について、「岐阜国道建設発生土処理

対策委員会（以下委員会）」で検討を行っているものです。                        （別紙－１） 

 

【岐阜国道建設発生土処理対策委員会について】 

 委員会は、国土交通省岐阜国道事務所が発注する建設工事において発生する環境基準を超える有害物質を含む建設発生土の対

策工法等を検討することを目的とし平成２２年６月８日に設立しました。 

          ＜委員構成＞ 

所  属  等 氏    名 

岐阜大学工学部社会基盤工学科  小嶋 智 教授 

岐阜大学工学部社会基盤工学科  佐藤 健 教授 

岐阜大学総合情報メディアセンター  篠田 成郎 教授 

（財）岐阜県環境管理技術センター  寺尾 宏 技術主幹 

岐阜薬科大学  永瀬 久光 教授 
                             ＊五十音順 
 

【委員会の検討経緯】 

  ６／８に開催された第１回委員会では、工事残土の処理は発生場所の近傍において二重遮水工封じ込め（管理型構造）が望ま
しいとの提案がされました。                                       （別紙－２） 

 委員会の提案を受けて工事残土の発生地である川辺町と調整を行い、平成２２年９月３０日には住民の方々に工事残土の処理

について説明会を実施しました。 

 

【第２回委員会について】 

  第２回委員会では、工事残土を封入処理する場合のモニタリング方法等について検討しました。  

 








